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PBL と大学教育の質的転換の動向














化してみせてくれるからである。そこでは，1991 年の大学審議会答申から 2019 年の教育再生実
行会議提言に至る 21 次の主な答申・提言が提示されていて，政府が「質的転換」を求める動機



















































されることは決して珍しくはなかった。このことから，1920 年代と 90 年代の間に，教育をめぐ
って何か決定的な転換があったことは間違いないといえる。
3 システム化としての「質的転換」

































と Problem Based Learning の違いは，システム化の有無にほかならない。
4 PBL のパフォーマンスと評価


































































「質的転換」は 1960 年代には顕在化しており，これに対して 1983 年アメリカ政府は「危機の
アメリカ」という有識者会議を設置し，公的教育に関する議論が活性化した。アメリカではこう
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